
令和８年度まちなかに関するアンケートの実施について 

 

【市民アンケート】 

1. 目的 

大牟田市まちなか活性化プランの第１期（令和４年６月～令和９年５月までの５年間）の

終了に伴い、プランの見直しを検討するにあたり、市民のまちなかに対する意識や利用状況

の変化を把握し、次期プランの検討に反映することを目的とする。 

 

2. 対象者 

令和 8年 7月 1日において、大牟田市内に居住する満 18 歳以上の市民 1,000 人 

（住民基本台帳から無作為抽出） 

 

3. アンケート内容 

回答者の負担軽減を図る観点から、前回調査（令和３年度）で設けられていた新型コロナ

ウイルス感染症の影響に関する設問をはじめ、類似する設問や前計画（中心市街地活性化基

本計画）に関する設問を整理するとともに、まちなか活性化プランの初期の取組みに対する

認知度や評価、中心市街地の変化に関する設問を追加する。 

（1） まちなかを訪れる頻度や目的等について 

（2） まちなかの印象や今後の取組みの方向性について 

（3） まちなか活性化の取組みや変化について 

（4） まちなかエリアの居住に関する意向等について 

（5） まちなかエリアのまちづくり活動に関する意向等について 

 

4. 実施方法 

業者委託により実施（（回答者の利便性向上による回答率の向上を図るため、郵送による回

答に加え、インターネットによる回答も実施） 

 

5. 委託期間及び回答期限 

委託期間：令和８年８月１日から９月３０日まで（予定） 

回答期限：９月上旬を予定（アンケート配布から概ね３週間程度） 

 

（参考）前回アンケートの概要 

・実施時期 令和３年６月１日～７月 31 日 

・対象者 令和 3年 5月 1日に大牟田市内に居住する満 18歳以上の市民 1,000 人 

・回答数 527 件（有効回答数 524 件）  ・回答率 52.7％（有効回答率 52.4％） 

※前回調査では５００件を超える有効回答を得ており、今回も同程度の回答数を見込む。 

（無作為抽出） 
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【学生アンケート】 

1. 目的 

大牟田市まちなか活性化プランの第１期（令和４年６月～令和９年５月までの５年間）の

終了に伴い、プランの見直しを検討するにあたり、学生（高等教育機関）のまちなかに対す

る意識や利用状況の変化を把握し、次期プランの検討に反映することを目的とする。 

 

2. 対象者 

有明工業高等専門学校及び帝京大学の学生 

 

3. アンケート内容 

（1） まちなかを訪れる頻度や目的等について 

（2） 住まいについて 

（3） 就職について 

（4） まちづくり活動について 

 

4. 実施方法 

  Logo フォームによるネット回答 

 

（参考）前回アンケートの概要 

・実施時期 令和３年８月１６日～８月２７日 

・対象者 （有明高専）１年生から５年生及び専攻科の 1年生・２年生 

     （帝京大学）１年生から４年生までの全学生 

・回答数  702 件（有明高専：445 件、帝京大学：257 件） 


